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同年10月 東京市上野公園内に鉄筋コンクリー ト造,半 地階2階 建,延 面積1,192m2
の建物1棟 を起工 した。
同3年9月 前記の建物が竣功 したので,美 術研究所開設のため必要な備品,図 占,
写真等の研究資料を設備 し,また館内に黒田子爵記念室を設け,同子爵の作品を陳
列した。



































1 __一 一 一__ __一 一___一____一 一
■1沿 革
びに写真原版の引揚げを完了した。









同27年4月1日 東京文化財研究所組織規程(昭 和27年文化財保護委 員会 規則第4


































皿 機 構 と 規 模
1機 構
束京国立文化財研究所は,葺 果と3部より成り,庶務課は,庶 務 ・会計の2係 に分
かれ,部 は研究の便宜上,こ れを美術 ・芸能 ・保存科学の3部 に分け,各部には室が
置かれている。
「 庶 務 係一庶 務 課一1一会 計 係
一第 一 研 究 室
_美 術 部_L第 二 研 究 室
L資 料 室
所 長一
1一演 劇 研 究 室
一芸 能 部一「音楽舞踊研究室
一郷土芸能研究室
一化 学 研 究 室
1一物 理 研 究 室
一保存科学部一
E脇蹴
関 係 法 規
文化財保護法(昭和25年5月30日法律第214号)抜すい
(附属機関)
第20条 委員会の附属機関として,文 化財専門審議会,国 立博物館及び国立文化財
研究所を置 く。
(国立文化財研究所)




名 称 位 置
東京国立文化財研究所 東 京 都
奈良国立文化財研究所 奈 良 市































六 前各号に掲げるもののほか,他 の所掌に属 しない事務を処理すること。
(美術部の三室及び所掌班務)































































建物の名称 脚 延副 構































鉄筋 コンク リー ト造
地下1階,地 上2階
鉄筋 コン クリー ト造{地上3階
木造,平 家建
{木造 モル タル塗,平家建












































































































皿 機 構 と規 模

































・ 種別 機関研究 各個研剰 船 研究












































































































































































































































































国家行政組織法(昭 和23年法律第120号)第22条の2の 規定に甚づ き,文部省定員
規則を次のように定める。
文部省定員規則




_区 一一 一_J}L星 一剰 備 考










事 務 雇 員









































































































































琶誇一事墜.39鞭 「隷14・ 年劇 備 考
一 般 職
行 政 職H
事 務 職 員





































































































































































































































































































































室 長文 部技 官
〃

















































保 存 科 学 部






































































































































































































美 術 部 長
美術部第二研究室文部技官
美術部第一研究室披剤こ∫員
所 艮 事務 代P1!
美術部資料室文部技官













齢 磁6繍1獅 勅 官
名)(職 名)(氏 名)
文部 技官 室長事務取扱 関 野 克
非常動研究員 江 本 義 数
文部 技官 室 長 立 田 三 朗
〃 巾 巫 寿 克

























































































































































































































































































































































































































































Ⅳ 調 査 研 究
ユ 美 術 部





































第 一 研 究 室



























































伊 東 卓 治(前第一研究室長,昭和38年3月31日退職)
〔1〕 和漢轡道史の研究
(1}日木書道史の研究















































































































a)藤島武二,青木繁,和 田英作,黒 田清輝,山 本芳翠等の作品研究
く皿〕 近代に於ける美術行政 ・教育尿の調査研究




IV調 査 研 究




































坂 本 満(昭 和33年10刀1日就 職)
〔1〕 西 洋近1睦美 術 史
(1)16世紀 マ ニ エ リス ム
a)1}・ッス,ブ リa一 ゲ ル と ネ ー デ ル ラ ン トの マ ニ エ リス ム(36～37)
b)イ ク リア と フ ラ ンス の マ ニ エ リス ム137～39)
c)マ ニ エ リス ム と11本初 期洋 風llliiの関 係(35,39～40)
(2)17世紀 バ ロ ック
a)カ ラヴ フ・ッ ジオ(35～36)
b)ス ペ イ ン絵Illli(グレコ,ベ ラスケ ス,バ ルデ ス ・レアル)(35,39)
c)ノ《ロ ッ ク建 築(37～39)
(3〕フ ラ ン シス コ ・ゴヤ と同 時 代 の画 媒 た ち
a)ゴ ヤ の版 両 と晩 年 の 絵 画(34～38)
b)18世紀 ス ペ イ ンの 啓 蒙 思 潮(39)
c)ダ ヴ ィ ッ ドと フ ラ ンス新 古 典 主 義(38)
d)ブ レイ クと フzス リ(37^-39)
(4}版画 史
a)丹 波 コ レク シsン 棚 査(39^・)
〔皿 〕 日本近 代 美術 史
(1)明治 以 前 の 洋風 画
a)司 馬 江漢 と 田善(40)


























IV調 査 研 究











































B調 査 研 究 活 動
Ⅳ 調 査 研 究
1;㌔月,場 所,内 容の履〔序に.k'1,kl己に共!lil調査 昔等を付載。猛弧内の氏 名;よ所外 渚。場
所 の記入の ないのは研究所内で行われた もの。
高 田 修(美術部長)
33・5京都 醍 醐 寺 五重塔壁画の調査 ・撮影
33・5奈良 霊 山 寺 薬師三尊像板光背 ・三重塔壁画の調査
33・8京都 醍 醐 寺 五重塔壁画の調査
33・8天理市 永久寺旧蹟及び永久寺関係資料の調査
33.11^-343蟻脇 録 ㌶ 仏教美術及びヒンド・嘆 術の謹
34・6奈良 当 麻 寺 曼奈羅堂厨子柱絵等の調査
34・11滋賀 石 山 寺 多宝塔柱絵の調査
35・5京都国立博物館 日本説話画の調査
36・5京都 教王護国寺 十二天 ・五大尊の調査
36・5京都 法金剛 院 十一面観音像厨子扉絵の調査
37・3京都 浄瑠璃 寺 三重塔壁画の調査
38・5京都 醍 醐 寺 仏画の調査
38・12東京国立博物館 イン ド古代美術品の調査 ・撮影
39・10京都国立博物館 神護寺両界曼奈羅の調査 ・撮影

























昌ユー デリー 34・3 国立博物飢
34・3ア ジ ャ ン タ ー
34・6奈 良 岡 畜・
34。6奈 良 当 麻 寺
34・11滋賀 石 山 毎
35・5京 都 国 立 博 物 敏
35・5梱 北
35・5中 国 洛 隅
35・10京 都 大 学
35・10京都 教工護国 与
35・10京都 平 等 院
35・10大阪 朝 日新 聞社
35・10京 都 御 所
36・5京 都 教王護国=r
36・5兵 庫 藪 本 氏
36.1°
Nly高 野 嶋 宝 蝕
36・11和歌 山 道 成 瀞


























































































































































































































3?・3京 細 立 博 物 館
37・3奈 良 蹴 博 物 館
37・4京 都 金 胎 寺
3?・4京 都 海 住 峙
3?・4搬 興 福 寺
37・4大 阪 孝 恩 寺
37・8官 山 本 法 寺
37・8京 都 松 尾 寺
37・8京 都 国 立 博 物 館
37・8京 都 醍 醐 寺
37・8静 嘉 堂
37・10京都 国 立 博 物 館
37・10京都 法 界 寺
37・10京 都 御 所
37・10兵庫 某 氏
37・11京都 法 界 寺
37・12埼玉 慈 光 寺
38・2
38・3奈 良
38・3大 阪 細 見 氏
38・7大 和 文 華 館
38・7奈 良 興 福 寺
38・7徳 川 美 術 館
38・7奈 良 法 隆 寺
38・11
39・8京都 法 界 寺
京都 浄瑠 璃寺



































38・10京都 国 立 博 物 館
39・11五 島 美 術 館
40・3パ リ ギメ美 術館
40・3パ リ 国立図書館
40・4東 京 国 立博 物 館
40・5京 都 仁 和 寺
40・5大 阪 藤 田美術fi's
4・5雑 立蘇 物諸
40・6和 歌山 慈 尊 院
40・6高 野 山 霊 宝 鮎
40・6五 条市 栄 山 寺
40・10大阪 四 天 王 寺
40・10高松市 松 平 氏
40・10香川 道 隆 瀞





































伊 東 卓 治(前第 ・研究電」もill仰38年3刀31i腿職)
御物古筆切 ・消息類の凋査(御 物和漢朗隊集,
33・1・京 都 御 所 鍛 騨 駄 鋳轟窃灘 醗麟 灘 田村
び)消息)
33・10京都 高 山 寺 同専蔵聖教冊子唐紙資*こ}の調査 田村
33・10京都 光 悦 寺 同寺蔵本阿弥光悦書状調査及び写真撮影
33・1・京都里見忠三郎氏 聡 蔵辮 嘘需 融 及び写顛 影(書状・ ・村
同館祓光悦及び関係資料調査ならびに写真撮33・10熱海 美 術 館 田村
影
34・10京都 高 山 寺 同寺蔵聖教冊子唐紙資料の調査及び写真撮影 田村
34・1・東大寺図舳 講 灘 瀞 謡 孟溜欝 影㈱ 脚 蝋 田村
34・1・正 倉 院 鑑 文宇資欄 査及び写真撮影(正餓 輔 院 ・村
34…京大 図 舗 雛 野 資料緬 及び写顛 影備 地糖 田村





35・10京都 高 山 寺
37・4陽 明 文 庫
37・4天 理 図 書 館
37・4京 都 国 立博 物 館




























































































































































33・2藤..術 館他 醐 灘 藩 明王像欄 西の蒐鯨 所蔵の
法華寺十一面観音像,東 大寺地蔵菩薩像等の34・2奈良
調査
阿弥陀三尊像及び不動明王,毘 沙門天像の調34・4神奈川 浄 楽 寺 査・撮影
34・5神奈川 満 願 寺 地蔵菩薩像等の調査
34・6神奈川 来迎寺他 盤 碧專盤 触寺 来塒 浄光嚇 をはじ
34・千葉r)院 他 轟 麗 撫 劉 寺 石堂寺,正覚院 福
糾・9群馬 賂 寺他 灘 盤 谷輔 嚇 栄禅寺 光嚇 物
34・ 三重 朝田寺他 云薇 纒 寺,四天王寺,神齢 慈鵬 等
奈良 ・金剛山寺,曹 凹院,妙 円炉,大安寺,34・10奈良 金剛山寺他
観心寺の貞観仏の舗査
34・1・茨城 小塒 他 轍 雀盤 石塚薬雌 ・岩徳 楽法寺
3… 鯛 善光庵他 徽 灘 の一i-一一iG観撒 曜 楠 地
細 棘 賄 寺他 翻 塑 魏 式釈迦・百欄 弥如嫌 鶴
3・3京都 ・u:;継 朧 杢羅 九休阿弥陀及び塔の薬師嫌
35・催 京瓠兵庫籔 騨;δ);舗鎌 纈 礁
35・4愛知 高 讃 寺 同寺のナタ彫像の測企
H5・6臨 山形 襯 あ懸 寺,恵嚇,山 形'胱 寺・熊野
神奈川 ・保福寺,朝 口観膏堂,巾 沼藁師堂の35・7神奈川 保福寺他
調査
35・7千葉 松 尾 寺他 千葉 。松尾寺,報恩瀞,東 浪見寺等の調査
氷見市史編集の協力を依頼され1411.iliの千手寺35・8氷見 市 附 近 上
田寺等の湖査
35・8神奈川桜観音堂他 錫 朧 の桜観静 ・西嚇 善光寺式三融
35・8栃木 中 禅 寺他 日光中禅寺,大 谷石仏等の調査 ・撮影
35・9茨域 不 動 院他 茨城 ・不動院,刀 山寺,円 福寺等の仏像凋査
35・10奈良 法 隆 寺 法隆寺大宝蔵殿,西 円堂の地蔵像rの 鯛査
35・10東京 塩舟観音堂 同堂の諸像調査









































栃木 ・栃窟薬師堂,専 称寺,松 倉山観音堂等35・12栃木 薬 師 堂他
の仏像調査
35・12千葉 観 音 寺他 千葉 ・観音寺,加 持堂石仏,隆 台寺等の調査
36・2茨城 薬王院他 馨搬 継 不動,艶 院 栩 員区踪 鱒
36・3栃木 清 滝 寺他 栃木 ・浩滝寺,佐 貫石仏,医 王寺等の調査
36・4千葉 荘 厳 寺他 千葉 ・荘厳寺及び常燈寺の仏像J3査
36・4滋賀 石 山 寺他 滋貿 ・石山寺,保 福寺,渡 岸寺等の仏像調査
北海道 ・天融寺,大福寺,鰹 光寺等の賭像調36・5北海道 天融Jl}仙
査
36・6神奈川 東学寺他 誹織 灘 饗 松xX'rf」f松晦 一郎氏
36・6大島 薬 師 堂他 東京大島元町薬師堂その他の諸像の調査
36・岩手 輔 寺他 誉諺:憲慧輔 嶽 馨藩 土沢山撒
36・8東京 竜 泉 寺他 八王子 ・竜泉寺,興慶寺の仏像調査
36・8群馬 妙義神 社 同社の諸像の調査
36・8千葉 笠 森 寺他 千葉 ・笠森寺の諸像,橘 禅寺の諸像調査
36・9茨城 西 光 院他 茨城 ・西光院,浄 真寺等の諸像調査
36・9福島 弘 安 寺他 会津 ・弘安寺,勝 福寺,法 幡寺等の諸像調査
36・9賜 石川 撫 智講 光嚇 石川 豊゜財院等の諸
36・10埼玉 養 寿 院他 川越市養寿院及びその附近の仏像調査
36・12東京 豪 徳 寺他 世 田谷区豪徳寺,大 田区安養寺の仏像調査
37・1広島 不 動 院他 広島 ・不動院 福王寺,西 国寺等の仏像調査
37・静岡 智瀞 畷 岡 智゜游 願成就院 蓮台講 の仏㈱
37・京都 鰯 寺他 踏 尋甥 灘 箋阿弥陀,瀕 金゜鵬
37・ 京都 峯定 軸 灘 峯瀧 大阪'り購 藤井寺の諸仏
37・ 奈暴川阿弥陀堂他 鶴 払灘 湯川阿弥離 大塒 玉峯寺
37・・ 栃木矢板鯖 勤 栃木 ・欠臓7描rl」 満赫 の仏欄 査
37・6福島 保榊 他 難 虚保騎 禅長糟 善鱒 の繍 査













































千葉 清 澄 寺
岩手 毛 越 寺他
新潟 円 福 寺他
京都 成 願 寺他
滋賀 常 善;y:仙
埼玉 如意観音堂
京都 法 界 ・¥他
38・3愛 知 法 住 、1,を仙
38・3静 岡 願 成 就 院
鎚1・4神 奈川 浄 梨 寺
38・4千 葉 永 典 寺
38・4愛 知 長 栄 瀞 他
38・5東 京 大 観 音 常
38・6頑 仏 土J」㌃他
38・7長 野 長 福 、II}仙
38・8岳取・蝋 鰍




39・11東京 小 藁 氏
39。11群馬山王鹿 寺趾 伯
39・12静岡 西 琳 寺
40・2東 京 堀 口 氏
40・3神 奈川 法 輪 寺
40・3滋 賀 福 好 寺f'!





京都 ・成願寺,中 道寺,奈 良 ・秋篠寺の仏像
調査
滋賀 ・常善寺,専 念寺,真 迎寺の諸像調査
同堂の応保銘の如意輪観音像の調査
京都 ・法界寺,成 就院,教 王護国寺の賭像調
査









長野 ・長福寺,安 楽守,大 法寺,藤 尾観膏党
の仏像細査





京都 ・週照寺,滋 賀 ・石,鳴寺,善 明瀞の賭像
澗査










































40・6熱 海 美 術 館
40・6和 歌 山 慈 尊 院
40・7新 潟 医 王 寺
40・9神 奈川 松 Ⅲ 氏
40・10東東 小西人 閑堂
40・10静岡 摩 阿 邪,、}
40・11徳島 雲 辺 一浄
41・2神 奈川 岩 井 氏
柳 沢 孝
33・5京 都 醍 醐 寺
33・5奈 良 霊 山 寺
33・8京 都 醍 醐 寺
33・8奈 良 当 麻 寺
33・8天 理 市
33・10京都 醍 醐 寺
33・11京都 教王護国寺
33・11京都 菊 池 氏
33・11京都 醍 醐 寺
34・1京 都 醍 醐 寺
34・5
34・6奈 良 岡 寺
34・6奈 良 当 麻 寺
34・6天 理 市
34・11滋賀 石 山 寺
34・11京都 富 岡 氏
35・1
























































35・4京都 知 恩 院 法然上人絵巻の調査撮影
35・5京都国立博物館 日本説話画の調査
35・8官山 本 法 寺 法華経曼茶羅図の調査撮影
35・10京 都 御 所 北斗曼茶羅の調査撮影
35・11細 見氏蔵ji't院旧蔵十二天図調査撮影
36・3奈良 当 麻 寺 当麻曼砦羅の調査
36・5京都 教王護国寺 十二天 ・五大尊像の調査撮影
36・5k阪 蔽 本 氏 法成寺扉絵の凋査搬影
36・5京都 法 金剛 院 厨子那絵の調査扱影
36・7岩手 中 尊 苛 金色常柱絵並びに宝塔曼撰羅の凋査搬影
36・7山形 上 杉神 社 紺綾金銀氾両界曼 峯羅図の洲査撮影
繭山氏 ・細見氏所蔵瞥買菩薩像二作品の調査36・9
撮影
36・10高野 山霊霊 蛇 仏況繋 ・聖衆来迎図の、凋査撮影
36・11大阪 村 山 氏 仏画の謝査
36・11奈良 法 陥 専 仏画の澗査
36・11奈良 東 大,¥四 聖御影のJ.3査
37・3京都 浄 瑠璃 芋 三重塔壁画,扉 絵並びに装飾文様の凋査撮影
37・3奈良国立博物館 清凍院1一 絵の闘査
37・5京都 金 胎 瀞 多宝塔板絵の謝査
37・5京都 海 住 山 苛 五重塔板絵の調査
37・5奈良 興 福 炉 三重塔板絵の調査
37・5大阪 孝 恩 芋 板絵の調査撮影
37・8富山 本 法 専 法華経曼i'羅の調査
37・8京都 松 尾 寺 終南山曼於羅の㎜査撮影
37・8京都 醍 醐 守 白描図像の調査
37・8静 嘉 堂 法華経変相の調査撮影
37・10京都 法 界 寺 阿弥陀堂壁画の調査撮影
37・10兵AK某 氏 真言八祖行状図の調査撮影














































































































…6高 野山監 館 鍵 峯寺蔵紺紙金字法華一品観 返し繍 査
40・6五条市 栄 山 寺 八角堂装飾画調査撮影
40・7京都 醍 醐 寺 白描図像の調査
40・10大阪 四天王寺 扇面法華経調査撮影
40・10高松 松 平 氏 法華経紫紙彩絵見返 し絵調査撮影
40・10香川 道 隆 寺 星曼茶羅図調査掘影
田 村 悦 子
33・10京 都 御 所




京都 光 悦 守
東都
里見忠三郎氏
簡 海 美 術 館
34・10東都 高 山 寺
34・10東 大 守 図 書 蛇
34・10il: 倉 院
34・10fi(ノく 図 書 剣ζ
35・10)1(大 図 書 館
35●10♪1(翻～ 教E護 国 ぐ瞬
35・10》技都 高1⊥ 覧 ぐ爵
35・10藤 田 奨 術 館
女房(?)奉 書,少 納AIDS#書)
35…京都上鴎 一郎氏 鶉 麟 鷺 欝1髄 ならびに囎 影(国
35・10大阪 弘 川 寺 西行関係調査
36・1・梅 沢彦太 郎氏 縢 蔚 類の髄(醐 滴 野切・関戸朗
同館蔵古筆類の 調査(継色緩,寸松庵色緩,関36・10五島 美 術 館
戸古今,高野切,俊頼古今等)








































○36・10前 田 育 徳 会
36・10東京 圃 立 博 物 館
37・4陽 明 文 庫
37・4天 理 図 書 蝕
37・4天 理 図 嘗 館
37・4京 都国 立博 物 蛇
37・4前 田 青 徳 会
38・10京 都 御 所
39・6
39・9藤 田 美 術 館
39・9白 鶴 美 術 館
39・9熱 海 美 術 館
39・10東京 国 立 博 物 館
39・11
40・5東 京 酒井宇吉氏
40・8京 都国 立 博 物 館
40・9前 田 育 徳 会
40・10五 島 美 術 館






































猪 川 和 子
33・5奈 良 霊 山 寺
33・5四 国
33・9京 都 六波羅 密寺
33・12藤 田 美 術 館 他
34・2奈 良 法 華 寺 他

































































































































































































































































99・8京 都 醍 醐 寺
33・8奈 良 当 麻 寺
33・10京都 醍 醐 寺
33・11京都 教王護国 寺
33・11京都 醍 醐 守
34・5藤 田 奨 術 館
34・10京 都 御 所
35・4京 都 海 住 山 寺




36・7岩 手 中 尊'-i'
36。10京 都 御 所
S?・1奈 良 国 立 博 物 館
S7・1京 都 国立 博 物 餌
s7・9静 岡 本 興 寺
京都国立博物館,奈37・11良国立博物館,大 阪
市立美術館
S7・12埼玉 慈 光 寺
38・5九 州 地 方







































39・3池田市 寿 命 寺
39・5京都 西本 願寺 慕帰絵 ・善信上人絵伝の調査
39・7白 鶴 焚 術 館 高野大師行状絵の調査
39・7高 野 山霊 宝館 地蔵院本高野大師行状絵の調査
39・10京都国立博物館 高雄曼祭羅の調査
40・3熱 海 美 術 館 仏伝図及び法華経の調査
40・3静岡 本興寺,妙立寺 法華曼茶羅及び法華経の調査
40・4静岡 本 門 寺 法華経の調査
40・5大 阪市立美術館 延暦寺蔵法華経三種の調査
イ云
40・5藤 田 美 術 館 華厳五十五所絵 ・浄土五祖糸解)調査
40・5奮3東寒撃国立博物 華厳五十五所絵の調査
40・9笛翌博蕩審寺・京都 明兆画の調査
40・10大阪 四天 王寺 扇面法華経の調査
40・11広島 厳島 神社 紺紙金泥法華経七種の調査
40・11山口 赤間神 宮 平家物語絵の調査
41・3栃木 東照宮,輪王寺 徳川家康画像,東 照宮縁起の調査
本,安楽寿院本)
行基菩薩伝縁起絵准の調査

















● 戸 田 績 佑(昭和37年6月1日就職)
37・8静 嘉 堂 嵩纒 所蔵中国画及び゜木中世瀬 ・近世南
37・8京都 智 積 院 長谷川派襖絵調査及び同寺所蔵中国画調査
37・10根津 美 術 飽 瀟湘八景展出陳作品の調査及び撮影











38・8藤 井 有 鄭 館 同館所蔵中国画の調査撮影
38・11神戸市 雨宮実氏所蔵中国画の調査撮影
39・2神奈川県撫 術館 饗鷺 コレクシ・ン中国絵畷 出陳儒 の調
3g・31i(都妙心寺東海庵 同院所蔵陳子和作花鳥図他中国画調査
39・7京都国立博物館 旧上野有竹斎 クレクション中国絵画のJ.3





40・1東京 高 島 屋 障肝囮展の出陳作品の凋査及び撮影
40・9京都 東 福 寺 東禰寺所蔵中国画及び室町絵画の測査,撮 影




















第 二 研 究 室
隈 元 謙次郎(第二研究蜜長)






































Ⅳ 調 査 研 究




























40・6長 尾 一 平 氏
40・7宮 内 庁
…1・ ブ リヂス ト美術館






































































































































































































































































































東 京,京 都,大 阪



















































































































































































































































































































































































新潟 県 六 日町 小千谷35・1
地方
35・4能 登 地 方,東 京 国




35・9米 沢 市,東 京 国 立
～ 博 物 館
35・4
^-36.3




37・2 東 京 国 立 博 物 館
^-12
37・4八 丈 島
39・8上 野 ・東 照 宮,東
～40・8京 国 立 博 物 館
4°・4
^-41.3棘 国 端 伽




















































37・9井 市及びその近 岩佐又賄 関係資料の3i





39・10京 部 国 立博 物 鮎

























①,藩 衡 ⑦は論 文,⑤ は解説,④ は研究発#.① は講演 ・放送,⑤ は その他等の種 別を示


































































東 京中 日新 聞社,徳 川美術 館37・9
国華84937・12
平凡社,家 庭美術館 ・日本38・3
平凡 社,家 庭美術館 ・日本38・3

























































































































































































載文堂新光 祉,世 界 史大系634・12
角川書店,図 説世界文化史大 系1435・2
角川書店,図 説世界文化史 大系2635・7
毎日新 聞(東 京,朝 刊)36・3
イン ド古 代英術 展 目録38・10



























































福 山 敏 男(元美術部長,昭和34年4月16日退職)
①薬師浄(久野健と共著)
神護 与・高山寺




















一 楽師 寺講堂か法腸 辣金堂 か 一一 大和文華28
仏教芸術37
新娃築34-3
角川 書店,日 本絵 巻物 全集2

















第 一・研 究 室















































UNESCO・ 東 西 文 化 交 流 シ ンポ ジ ウ ム紀 要Tokyo,1959
LesRouleauxEnlumines(e・maki)auJaponM6di6va1.
France-AsieNo.172Tokyo,1962
















































④ ・ 一 ・ 。パ 巡 回 口 木1t術 展 の 旅o,美 術 糊 究 会34・5
コ ー ク ン画 の 賭 相 美 術 史学 会 東 京 支 部大 会34・6
ギ メ ー)芝術 館 の 東 洋 画 美 術 部研 究 会34・9
ヨ ー ロ ッ パ 所 在 の 中 央 ア ジ ア 美 術 資 料 英術 史 学 会 総 会34・10
LeRinceaudeVignedans1'ArtJaponaisAncien














































IV凋 査 研 究
中 国 の 博 物 館 と 文 化 財 保 護 に 就 い て 神 豪 川 県博 物 館 脇会 総 会35・8
中 国 歴 史 博 物 館 と 故 宮 博 物 院 京 都 国 立 博 物 館 友 の 会 講演 会35・10
中 国 の 美 術 館 と 博 物 館 ブ リヂ ス トン美 術 講 座36・10
源 氏 物 語 絵 巻TBSテ レ ビ37・10
鳥 獣 戯 画TBSテ レビ38・1
道 成 寺 縁 起 と わ が 国 に お け る 絵 解 き の 伝 統 五 島 美 術 館 講 座38・4



























































































































































四 王 呉 揮
四 王 呉 揮
新出の王謬筆山水図
華品と離垢集

































































NHK教 育 テ レビ35・
美術史学会総会35・10
東洋文庫東洋学講座39・6






中 央 公 論 美 術 出版33・4
1f京大学 川版 会33・11
1ヤ川 弘 文 館34・9
学 生 社36・11
繭 山 竜 泉 堂38・8
中 央公 論 美 術 出版39・9
美 術 出版 社39・2
^-40.1
国 華80033・11
萸 術 研 究19933・12
焚 術 研 究20334・3
南 都払 教634・6






























③面 の 表 情
自 鳳 論 争
飛 鳥 時 代
東京近郊の彫刻
奈良時代の美術
日 本 の 面
白 鳳 時 代
いかるがの生活他
落書か らみた奈良時代の生活

























































































ブ リヂス トン美 術館34・7























































































































































































角川書店,日 本絵 巻物 全集1740・
美術 研究23740・10
美術研究24441・











































⑥方聞,中 国絵画一 方法に関する一所見一(江 上緩と共訳)国 華87640・3
第 二 研 究 室
隈 元 謙次郎(第二研究室長)
①藤島武二の人と作品(世界名画全集続編)






























岡 介 天 心
11天心 人と思想
黒 田 清 輝
明治黎明期の庭術







































































































IV調 査 研 究
講 啖社38・1
国立近 代美 術館 ニュース5134・2
日本美術年鑑(1958年版)34・3
日本美術年鑑(1959年版)35・3
美術 出版杜,日 本美術全 史下35・12
萌春8936・4















ブ リヂス トン美 術館36・2


























鉄 斎 ほ か
三 彩16838・12




































IV調 査 研 究
マ ニ ャス コと ス ー テ ィ ン 美術手帖38・6
ベ ラス ケ ス 美術手帖39・10
洋 風 画 とマ ニ エ リスム 角川書店,世 界美術 全集840・10
17世紀 の 威 信 芸 術新潮41・2
③ 現 代 美 術 図 版 解 説 講談社,日 本 美術大系35・9
17・8世 紀 の 絵 画 玉川百科大辞典,西 洋美術36・9
テ,ン トレ 。 ト¥1xpネ ー ゼ,カ ラ ヴ ァ ッジ梱 版 解 説
講談社,世界奨術大系,イタリア葵術36・6


































































小Nl,図 説 日本文化 史33・6
陶説7434・4












カ リフ ォルニ ヤ大学36・2







lV調 査 研 究
サン トリー美術 館40・2
五 局美術館40・4
上 野 ア キ
②装 飾 文 様 吉 川弘文 館,醍 醐寺1通 塔の壁 画34・3
トル フ ァ ン出土 彩 画紙1'.'につ いて 美術研究23038・9
古 代 の婦 人 像 一 」1三倉院 樹下JC人図とその周 辺一 一 歴 史教育13-640・5
③ 喀 嘲 和 ・;〔出 土金 彩狩 猟文 木 片 美術研究22137・3




田 実 栄 子
②小千谷縮 ・越後上布一 その美と伝統技術との関連性一 ミュージァム10935・4
伝上杉謙信所用金銀欄鍛子等縫合胴服について(上)(下)
























































角 川111店,世界美 術 全 集938・1
角 川11}店,世界 美術 全集1038・12
筑 摩 霜房,日 本 文 化 史540・1




江 上 綴(昭 和38年5刀111就 職)
●TheRiverStyleGardenandtheProblemsofNos7sjiinCarly
MediaevalJapan1ケ ω'α・!lsie18038
1963年の 歴 史 学 界 一一llll顧とItch-i!i代6()Plif:と川14執筆)史'デ:雑 誌73-539・5
80
Ⅳ 調 査 研 究
















A研 究 題 目
題口のつぎの括弧内の数字は年度を,共は共同研究題日を示す。
演 劇 研 究 室
・
r




























































































Ⅳ 調 査 研 究
(1〕日本 舞 踊 譜 の研 究(33～35,共)
② 浄 瑠 璃 の音 楽 的 理 法 の研 究(35～,共)
a)義 太 夫 節 の芸 統 と伝 承 の理 法 の 研究(35～)
(3〕歌 舞 伎 音楽 の研 究(39～,共)
〔皿 〕 ピ ッチ レコー グー に よ る 口木 芸能 の=+'r'fl:iii的研 究(39～,共)
s
池 田 彌 三 郎(非 常勤)
〔1〕 芸 能 の 民 俗 学 的研 究(33～)
(1}芸能 伝 承 の論 理 の 研究(33～38)
(2)田楽 の 研究(37～)
(3〕琉 球 に お け る 「琉 球」 の 研究(40)
B調 査 研 究 活 動
年 ・月,場所,内容の順序に起し,末尾に共岡調査lr等を付載。
演 劇 研 究 室
●
・
浦 山 政 雄(演劇研究室長)
33・4前 橋 市 付 近 翁三番曼撮影
33^-35.68東京 日本舞踊譜作成のための撮影 ・録音 ・採譜
33・10東京 国立博物館 日琉舞踊比較研究会扱影 ・録音
33・11日本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
34・4天 理 大 学 歌舞伎脚本撮影
34・9日 本 青 年 館 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音
34・10日本 青 年 館 全国民俗芸能大会搬影 ・録音
35・2京 都大学図書館 歌舞伎脚本調査
35・9神戸市 安 原 家 安原コレクション邦楽 レコー ド調査 ・蒐集
35・7神奈川県立音楽堂 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音














4護 国 寺 新義真言宗豊山派声明録音
36・10日本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
36・11大阪 池 田文庫 歌舞伎資料撮影
3?2
7東 京 文化会館 義太夫節録音
37・4宮 内 庁 楽 部 舞 楽 撮影 ・録 音
37・6伝 法 院 法華 八講 撮 影 ・録 音
37・10宮 内 庁 楽 部 舞 楽 撮影 ・録 音
37・10日 本 青 年 館 全 国 民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・録u
37・11神戸市 農 村 舞 台 撮 影
38・4伊 勢 丹 文 楽 首 撮 影
38・4宮 内 庁 楽 部 郷 楽 撮 影.録 音
38・5単 稲 田 大 学 大 償 神 楽録 膏
38・7国 学 院 大 学 屠神 楽 撮影 ・録 音
38・10宮1/grア楽 ゴ師`舞 楽 録,r.i
38・10興 立 講 常 企 国民 俗 芸 能 大会 撮 影 ・録 蹄
39・3東 京 文 化 会 館 卿 楽 撮 影 ・録.'r.II
39・3川 越 氷 川 神 社 万 作 踊 撮 影 ・録 蹄
39・3東 京 文 化 会 館 狂 言 旛 録 音
39・10東京 文 化会館 蓋 リンピック芸術展示民俗芸能大会掘影 ・録
u
39・11た阪 池 田文庫 歌卿伎脚本調査
39・12東 京 文 化 会 館 関 東 の 神楽 能 撮影 ・録,ti:1_
39・12
×40.3鯨 歌鰍 下咄 燦 鯖
40・3日 本 青 年 賠 関東 ブ ロ ック民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・錬 音
40・10日 本 青 年 館 全 国 民 俗 芸 能 大 会撮 影 ・録 音
40・12k阪 池 田 文 庫 歌 舞 伎 資 料 撮 影
玉 木 清 子(昭和36年4月就職,昭和39年6月退職)




































亀36・10日 本 青 年 館
36。11共 済 会 館
37・4宮 内 庁 楽 部
37・6伝 法 院
37・10光 明 寺
37・10日 本 青 年 館
38。4{1}勢1'}
38・4宮 内 庁 楽 部
38・10宮 内 庁 楽 部
38・10共 立 講 堂
38・11久 保 講 堂




































戸 部 銀 作(非常軌 昭和40年3月退職)
33
^・35.§鯨C."::'::譜 作成 の た め の 撮影 ・儲 ・採 譜
33・10東京 国立博物館 日琉舞踊比較研究会撮影 ・録音
35.3名古屋 西川流伝承古典舞踊の実態調査


















33・4前 橘 市 付 近 翁 ・三番曳撮影 nli;li9戸部
87
♂33^-35.68東京 日本舞踊譜作成のための撮影 ・録音 ・採譜
33・11日本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
33・11東京 国立博物館 日琉舞踊比較研究会撮影 ・録音
34・9日 本 青 年 館 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音
34・10日本 青 年 飽 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
35・7神奈川県立音楽堂 関東ブロック民俗芸能大会撮影 ・録音
35・9神戸市 安 原 家 安原コレクション邦楽 レコー ド調査 ・蒐集
35・10El木青 年 館 企国民俗芸能大会撮影 ・録ドf
36・1護 国 寺 新義期 宗豊山派声明録砕
36・4東 本 願 専別 院 坂東曲念仏1.1
36・1011本青 年 館 全国民俗芸能人会撮影 ・録 音
37・2鯨 文化会 蝕 義太櫛 鯖
37。41㌶内'ア 楽 部 劉ド楽ヨ最影 ○食糞膏
37・6伝 法 院 法華八ll劇最影 ・録 音
37・10光 明 専 御十夜法要撮影 ・録iY.II
37・10窟内 庁 楽 蒲;舞楽搬影 ・録膏
37・10日本 冑 年 館 企困民俗芸能人会撮影 ・録膏
38・4伊 勢 丹 文楽首撮影
38・4宮 内 庁 楽 部 卿楽撮影 ・録 音
38・5ji吃稲 田 大 学 大償神楽録青
38・7国 学 院 大 学 岳神楽撮影 ・録膏
38・7千 葉 県 庁 千葉県芸能大会掘影 ・録膏
38・8徳島 人形回 し部落調査
38。8鋳 イ山 会 能装束 ●道具4最影
38・10長 谷;p伝 法大会撮影 ・録音
38・10共 立 講 堂 全国民俗芸能大会撮影 ・録音



















































亀IV調 査 研 究
39・3川越 氷 川神社 万作踊撮影 ・録音 浦山,三隅,佐藤
39・3東 京 文 化会館 狂言謡録音 浦山,佐藤
39・8鎮 仙 会 能装束 ・道具測定 佐藤
39… 鯨 文 化会館 翻 ンピ・ク芸"侍展示民儲 鰍 餓 影 ・録 、1賑隅,佐藤
39・11埼玉 鷲 宮神社 鷲宮神楽撮影
39・11千葉 東 之庄町 笹川神楽撮影
39・12東京 文 化会館 関東の神楽能撮影 ・録膏 漁h,一鋼
39.12
^40.3糊 麟 伎下座灘 瀦 河、。、
40・3東 大 寺 修二会撮影 ・録音
廻{1.z東京 日本舞踊譜作成のための撮影 浦ロ,,三隅,佐薦




佐 藤 道 子
鞠5.1鯨 日本舞踊譜作成のための撮影 ・p・ 採譜
33・11東京 国立 博物館 日琉 舞踊 比 較 研究 会 撮影 ・録 音
33・11日 本 青 年 館 全 国 民俗 芸 能大 会 撮 影 ・録 音
34・9日 本 青 年 館 関 東 ブ ロ ッ ク民 俗芸 能 大 会 撮 影 ・録 音
34・10日 本 青 年 館 全 国民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・録 音
35・3名 古屋 西 川 流伝 承 古典 舞 踊 の実 態 調 査
35・7神 奈 川県立 音楽,,関 東 ブ ロ ック民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・録z'r.LI
35。10日 本 青 年 館 全 国 民 俗 芸 能 大 会 撮 影 ・録,:ii
36・1護 国 寺 臓 真 諒 舳 派 声 ・り」鯖
36・10日 本 青 年 館 全 国 民 俗 一14'1.'能大 会 撮 影 ・録 音
37・2鯨 文 化 会 館 数 蜘 島鰭
37・4宮 内 庁 楽iifs舞錫ll撮影 ・録 音




















L37・10光 明 寺 御十夜法要撮影 ・録音
37・10宮内 庁 楽 部 舞楽撮影 ・録音
37・10日本 青 年 館 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
37・11共 済 会 館 全国青年大会郷土芸能撮影 ・録音
38・4伊 勢 丹 文楽首搬影
38・4宮 内 庁 楽 部 舞楽撮影 ・録音
38・7千 葉 県 庁 千葉県芸能大会撮影 ・録aY.II
38・7国 学 院 大 学 岳神楽撮影 ・録音
38・8鋏 仙 会 能面 ・能装束撮影
38・10i<谷 寺 伝法大会撮影 ・録膏
38・10共 立 講 堂 全国民俗芸能大会撮影 ・録音
39・3東 京 文イヒ会 食肖 卿楽摘乏影 ●録丁7
39・3川越 氷川神 社 万作踊1最影 ・録音
39・3東 京 文化会館 狂言講録跨
39・8鏑 仙 会 能面 ・能装束測定
39・10東京 文化会RI'S醐1-1




IV調 査 研 究
郷土芸能研究室
三 隅 治 雄






33・11日 本 青 年 館
34・2岐 阜 下 呂 町
34・3武 生市
34・7大 町市
34・7青 森 田 名 部 町
34・9日 本 青 年 館
34・10日 本 青 年 館
35・2岡 山市
35・3大 阪涼 都浜 庫
35・7神 奈川県立音楽堂
35・8大 阪 能 勢 町
35・9神 戸市 安 原 家




36・1福 岡 瀬 高 町
36・2長 崎市
36・2八 幡市 木 屋 瀬
36・4東 本 願 寺 別 院








































36・10岩 手 大 迫 町
36・10日 本 青 年 館
36・11共 済 会 館
36・12大 阪 市
37・2奈 良 石 上 神 宮





































伝 法 院 法11㍉'八講撮影 ・録音
千葉 光 田∫ 鬼来迎撮影 ・録,,:ii
薩南踏醐y{祀 と1:能撮身1三・録高・
沖縄木鴎 察祀とノ浦ヒ撮影 ・録肖・
秋旧市 響1ヒ゜ 北 渤 ブ11・・iク民俗芸倣 会撮影 録゜
日 本 青 年 館n国 民俗}冒亜ま大Jこ撮影 録゜ 音
共 済 会 館 全国1,∫年大会郷上芸能撮影 ・盆表音
肯森 八 戸 市 山伏神楽 ・えんぷり撮膨 ・録 　・.ii
伊 勢 丹 文楽首撮影
宮 内 庁 楽 部 舞楽撮影 ・録 音
毎 日 ホ ー ル ロ木郷土芸能大会撮寿杉
早 稲 Ⅲ 大 学 大償神楽録i',:i
国 学 院 大 学 岳神楽撮影 ・録音




















































和歌山 古 座 町
千 葉 県 庁
千葉 光 町
愛媛,高知
徳局 池 田 町












東 京 文 化会館
川越 氷川 神社
静岡 水 窪 町
毎 日 ホ ー ル
長野 松 本 市








月 本 肖 年 館



































40・4二 荒 山 神 祉




40・10日 本 青 年 館
40・11岸 体 青 館















C主 要 研 究 業 績
浦 山,横道,佐藤
① は著轡,⑦ は諭文,⑨ は解 説,④ は研究 発表,⑤ は講演 ・放送,⑥ はその他等の租別 を示
し,閥 名,発 表場所(発 行所,掲 載詑,請 演場所・放送局等),発衆年 ・月の順序に記す。
a
演 劇 研 究 室
L



















































石 田 百合子(非常軌 昭和40年4月就職,昭和41年3月退職)
②源氏物語の音楽 東洋音楽研究40・8
M





















①能 と 狂 言










謡 曲 集 下 岩波書店
②能と狂言一 能楽師一 日本の芸術
嬢 捨 検 討 七世鎮之丞還暦能パンフレット




桧 垣 断 章 観世荊雪追醤能パンフレッi・
③忠度 ・隅田川 ・舟弁慶 解釈と鑑賞
能i]本 文学必携
千鳥 ・八千代獅 子 宮城会会報
難 波 獅 子 宮城会会報
夕 顔 宮城会会報
NOHandKYOGENI3113LOGltAI'llYofJAPANESESTUIIIES








能 の 扮 装 観世
世阿弥と現代(九位次第を中心に)鋳 仙
1等 の 春 窩城会会報
茶 音 頭 宮城全会報


























































狂 言 の謡一 二人大名一










































算 踊家研 修指 導講 習会35・8
97
L能楽の唯子について
能 の 小 段
能 と現 代








芸 術 艦 賞 一能一
鎌倉室町時代の文化財 ・芸能
能 ・狐言の世界




能 の 特 質











































?レコ ー ド 「能 」(監 修 ・解説)
映 画 「日本 の能 」(制 作監修)
IV鯛 査 研 究
臼本 ビクター38・12
徽 画4° ・9^-41.2'
佐 藤 道 子





岸 邊 成 雄(非 常勤)
① 東 洋 の 音 楽(ラ ッハ マン原著)訳 註 音楽之友 社
唐 代 音楽 の 歴史 的 研 究 楽 制 篇 上 巻 東京大 学出版会
唐 代 音 楽 の 歴史 的 研 究 楽 制 篇 下巻 東京大 学出版会
日本 楽 器 の変遷(美 術講座No.3)五 島美術館
② 邦 楽(日 本の芸術)東 洋経 済新報社
絃 楽 器 の 種 類 フ ィルハーモニー
Music,K.B.S.BibliographyofStandardJapaneseBook
国際文化振興会
此 較 音 楽 学 の業 績 と方法 東京大学教養学部比較文化紀要
能 の 音 楽 と東洋 の音 楽 現代謡曲全集11
AChinesePaintingoftheTangCourtWomensOrchestra
TheCommonwealthofMusic
④ 筑 紫 箏 の 音 楽 東 洋音楽学会大会
正 倉 院 の 楽 器 民族音楽学会大 会(コロンブス ・インディア)
西 域 音 楽 の7i伝 ロン ドン大 学
口本 音楽 研 究法 国際比較音楽研究所(ペル リン)
⑤ 邦 楽 放送ll望説NHKラ ジオ
現 代 邦 楽 解 説NHKラ ジオ
邦 楽 のr引NHKラ ジオ











































三 隅 治 雄
①年中行事辞典(共著)















鰻 好 嫁 教音翻 修会36,39^-4。
ワシン トン大学37・7































③ 神 楽 と能(日本古典鑑賞講座)
能一 近代芸能への道一
信州文化財風土記
花 と 芸 能
民俗芸能のしるべ
舞台 と作り物


















































































































































宝 塚フ ァミリー ラン ド
宝塚大劇場
NHK文 化財 ライブラ リー
N}iK文化 財ライブラ リー
長野県教育委員会
NHK文 化財 ライブラ リー
日本 コロンビア
NHK文 化 財ライブ ラリー
W調 査 研 究
東 京 放 送37・10
ニ ッポ ン放 送38・7
沖 縄 県 人 会38・7
大 阪 華 道 会 館38・7
NIIKテ レビ38・11
房総 文 化研 究 会39・1
国 学 院 大 学39・7
広 島 市 ・福 岡 市39・7
第 一 証 券 ホ ー ル39・8
NHKラ ジ オ39・8

























レコー ド 「沖縄芸能総携」(編集 ・解説)
文化財記録映画 「西浦の田楽」(監修)
NHK文 化財 ライブラ リー40・10
日本 コロン ビア40・11








3保 存 科 学 部
、
A研 究 題 日
題IIのつぎの括弧内の敢字はCl曜舵,共 は共lti}研究髄llIL/'¥Yj。
でヒ'¥¥f:li)f究 鳩{
































1V調 査 研 究
Y
4
























































































































生 物 研 究 室


















修 理 技術 研究 室
IV調 査 研 究













中 里 寿 克(昭和39年1月1日就職)







B調 査 研 究 活 動
年.胴 肌 内容の順停に肌,末 尾に共同調轟 鮒 儲 弧内の氏名酬 翻 所
の肥入のないものほ研究所内で行われたもの。
化 学 研 究 室
岩 崎 友 吉(化学研究寮長)
33・4賜県覆醜 棚 脚 肥 の僻
33・5茨城県竜ケ崎町 丸木舟(出土品)の保存
33・7琴野県阿繭 妙法 ミイラ保糊 査 茂木
33・9^-12浜松 市 鱗 遺跡僻 茂木
33・ 東京国立博物蝕 欧州巡回日本J:術展防徽処1茂 木
33・9岡崎市 大 樹"i'陳壁画剥落どめN
34・ 東京都 増 上 専 徳川寒薦地発堀
34・2高姉 高 知 城 防蜘 蹴 査
34・2三島市 楽 野 蝕 格天井絵画保存J'J査
34・2
^-11浜松市 蜆 塚 遺跡僻 茂木
34・6日光市 輪 三1三瀞 収蔵庫殺虫(天海蔵)
34・6東京都書道博物畝 殺虫 茂木
34∴
11福姉 鵬 院 刑:塔1・鄭 彩色購 どy・N
34扇 奈飾 円成 捌 餉 ・鄭 〃
35・3奈良市 円 成 専a
35・2京翻 灘 繭7諏 塔内獅～彩色嚇 どめ 〃
35・2^-10浜松市 蜆 塚 遺跡及遺物保イ∫ 〃
35・4滋賀県 西 明 寺7£重塔内部彩色剥落どめ
35・41t.U1物 精密修刊!に関する研究(文 部省,試 験 H
35・6宇 治市 万 福 寺 木 額,柱 聯 剥 落 どめ"








Ⅳ 調 査 研 究
35ん7
9茨 城県 岩 井 町 丸木舟(出 土品)保 存
35・7横浜市 金沢文庫 殺虫 皿重剥臨杖
35・7福山市 明 王 院 殺虫 五,重メ壱彦甑
35・8熊本市 舟 屋 形 内部剥落どめM
35・9鎌飾 葡 院 銅鯛 弥號 勢 隻チ。クス施工髄
35・9・ ・ 薬師寺所蔵絵画吉掃天保存処置に関する調査
35・10京都市 東 照 宮 内部彩色剥落どめ.茂 木
35・10山梨県 美和神祉 木彫殺虫
35・11滋賀県 西 明 寺 三重塔内部彩色剥落どめ 茂木




36・5焼津市 旭 伝 院 収蔵庫殺虫
36冶 成田市 霊 光館 絵画剥落どめ 茂木
36・7岩 手 県 中 尊 寺 金 色 堂 修 理 調 査
36・7宇 治市 万 福 寺 剥 落 ど め(前 出)茂 木
36・10浜松 市 蜆 塚 遺 跡 保存"
36.11
^37.1大船 渡市 出土 資料 保 存
36.12
^・37.3奈良 市 霊 山 寺 三 重 塔 内部 剥 落 どめ 茂木
36.11
^-37.3大阪市 難 波宮趾 遺 跡 保存
37んx
3京 都府 海 住山寺3%i....0内部 彩 色 剥 落 どめ 茂木
37んき 熊本市 舟 屋 形 内部彩色剥落どめ 〃
37・1京都市 南 禅 寺 三門内部剥落どめのための調査
37・7京都市 剥落どめ結果調査
3?・2福姉 頻 瀧 〃 〃
37ん遷 広混県 向 上 寺 三重塔内部彩色剥落どめ 茂木
37・6平塚市 光 明 寺 仏像殺虫のための調査
3?・7奈良県 法 隆 瀞 金剛力士像殺虫
113
37・7
^-10成田市 霊 光 館 絵 画剥 落 どめ
37
^・38.8i宇治市 万 福 寺 木 額 聯 剥 落 どめ
37・9宇 都宮市 大谷寺 磨 崖 仏 修 理 委 員 会
37・10神奈川県箱根神社 鉄 釜 調 査
37・11伊勢市 伊勢神宮 絵 画 保 存 の ため の調 査
37.11
^・38.3津山市 化 石 保 存
37・12尾 張 ・ノ 宮 市 た た ら跡 の保 存
38・1^-39.1静岡夏能山東照宮 馳 購 どめ
38・2奈良市 興 福r北 円堂内部彩色剥落どめ
38ん2
3熊 本市 舟 屋 形 内部彩色剥落どめ
38.3臼杵市 宝臨 石材儲
38・3横須賀市防律汰学 図書庫殺虫
38・5棘 国端 棚 越 プト難5㎝`詳展 イクナトン蛸 僻





38～41横浜市 モ殿 台 遺跡保存
39・3久能山 東 照 宮 彩色剥落どめ
39-・・撫 研究幅 繍 撫 浸躍 鶴潔 剛
〃 〃 撃欝 の㈱(木 材強化に蘭する研究グルロ
〃 〃 継 彫刻,工芸品等全般に亙る保存躯 の
〃 〃 文化財,発 堀現場,展 覧会,傅 物鮎等の調査
〃 〃 文化財に関する技術的文献収集
〃 〃 古代ガラスに関する文献収集
江 本 義 理





















































束 博・東 大 等
岩国市
鎌倉及び研究室
東 博 ・研 究 室
箱 根 美 術 館
浅 草 寺
横浜市 三 渓 園
上野公園,都下等
京都市 清 水 寺博等
宇治市 平 等 院
栃木県 宇都宮市
v[調 査 研


















中尊寺金色堂修理に伴う調査 金工品 漆工品 金箔金粉など
唐招提寺牛皮華蔓彩色調査
法隆寺仁王像彩色調査












40・5京 都 疹゜ 地 色





40・7箱 根 美 術 餌
4°・8
^・41.3醐県 鵬 馳
40°9奈 良市 東 大 寺
40・11登 呂 遺 跡
40・11岡山県西大寺市他












樋 口 清 治(昭穐7年11月1i蹴職)
38・9尾 張 一 宮 市 たたら炉遺構保存処置
39・2静岡昊
能山東照宮 燃 彩働1蹴 め
39°3欝
文化財研究所 肚 横 ・1脚拠 置の研究
39・3奈良 興 福'r北 円堂壁休の保存処置
39・4御 殿 場 市 珊灯篭保存処置
39・4日 光 市 眺 二荒山欄 ・出」・鉄器の保拠 置
39・5浜 松 市 蜆塚遺跡貝埋の保存処置
39・9横 浜i}i横 浜三渓園陳彊曲尿II落止
39・9奈良 躍 師 寺 楽師毎東塔内部彩色剥落止め
39・12吉野 水 分神祉 延築彩色剥落1Lめ
39.12^-40.2奈良 般 若 禰 賭 寺+鰍 塔(石 塔)の 擁
40ん2
3日 光 本 地 堂 焼損材補修材料の研究
40・5宮城県 一 追 市 出土漆器の保存処置
4・6千葉晟田雌 光館 欄 彩色剥落どめ






































































39°12新 宿 地 区
39・12京 都 地 区
40・3保 存 科 学 部 隣
40・5京 都 地 区
40・7熊 海 英 術 館
40・7箱 根 契 術 館
40・7平 等 院

































物 理 研 究 室
石 健 三(物理研塞室長)
法 陥 寺 焼損壁画処t'i!f;<の変色笥測定
福 岡 県 古墳壁画保存澗査
東京国立博物fi'iゴッホ展会場汚染調査





西 洋 美 術 館 松方コレクション荷酬き立合調査研兜
鎌倉 覚 園 寺 延材虫宵のX線透視研究
中 尊 寺X線 透視による延造物の精密検査





































40・4京 王 百 貨 店
40・4八 王 子 市
40・6東 京 国 立 博 物 館
40・7〃










横浜 三 渓 園 空気汚染
茨城県 善空 寺 仏像体内銘撮影
金色堂修理に伴う調査研究
東京国立博物館 法隆寺宝物館調査
三 刀 堂 執金剛像X線透視
〃 木彫像 塑像X線透視
横 浜 神奈川県立博物館建築調査








鯨 ギヤ鍋 醜 鵬 油繍 査
興 福 寺 北円堂 四天王X線 調査
東京国立博物館17世 紀名画展会場内空気調査
宮島・奈良 ・京都 収蔵庫調査
法 隆 寺 焼損壁画調査
見 城 敏 子




39・8東 京 国 立博 物 館
:0・4
































石 川 陸 郎
33
^-39.1瓠 法 隆 寺
34・4
^・36.3鮪 高 徳 院
34・10東 京 国 立 博 物 館
35・8鎌 倉 高 徳 院
35・12
^-36.3
36●3鎌 倉 覚 園 寺
36・8 ・ド泉 中 尊 寺
～11
37・2 癖 良 法 隆 寺
^-40.3





40・8神 奈 川 光 伝 寺
40・9
40・12:;'il'+t興福Ar




































呉 腫 充 庸(非 常勤 昭秘0年3刀退職)
36・9鎌 倉 大仏銅壁温度上昇の測定 登 石,石 川
●
生 物 研 究 室
江 本 義 数(非常勤)










35^B9.s奈良 法 隆 寺 金堂焼損壁体の徽害調査と防除
36・3西 洋 奨 術 館 松方コレクション洋画及び梱包の徽害調査
36・6奈良 躍 師 寺 金堂の菌筈調査
36・9^-37.5名古 麗 城 腰 美術品の徽害融 と鵬
36・12東京国立樽物 館 ルーブル美術展陳列室の空気汚染調査
37・7万 福寺西湖図(重 美)の 徽害調査
37・8伊勢原在日向薬師 薬師三尊(木 彫)の 微害調査と防除
37・8中 尊 寺 金色堂の徽害調査
39ん1
4高 野 山 国宝重美の徽害調査と保存法
38・8^-11鯨羅 義 雛 潮 室の空気汚染









修 理 技 術 研 究 室
立 田 三 朗(修理f術研究室長 昭和37年10月1日就職)
37'10神 奈 川 県 柵 ↓liilll二鉄大釜調査






































































































































































^-35.3顛 円 成 寺
35・5






^・36.3京都 東 照 宮
34・11
^-37.3阯 海 住 山 寺
36
^-37.1寮良 霊 山 寺
36
^-38.§京都 万 福 寺
36
^B8.1淋 熊 木 市 内
s7.1i
^・39.3奈良 興 福 守
38.11



































39・5 奈 良 般 若 寺
～8
38・?
^40.3同 上 吉 野 紛 擁
39・8 同 上 薬 師 寺
^41.3


















①は 管書・② は諭文・③ は解説,④ に研h発 表,⑤ ば購 演,放 送,⑥ はその他等の租別を示










化 学 研 究 室













































⑧ 文化 財の修 理と接着剤(上)
(9}〃(下)
口①文化 財の虫害














































































































江 本 義 理





古文 化財 の材 質 調 査 に お け る蛍 光X線 分 析 法 の 応 用 美術研 究No.22037・10
大 気 汚 染 の文 化 財 に及 ぼす 影 響 古文化財の科学No.1738・3
大 気 汚 染 が古 文 化 財 に及 ぼす 影 響 分析化 学Vo1.12,No.1138・11
X線 分 析 法 に よ る文 化 財 の 材 質 研 究 保存科学No.139・・3
大 気 汚 染 の文 化 財 に 対 す る影 響 大気 汚染Vol.1,No.340三二3
大 気 汚 染 の影 響(三 渓 園 大 気 中 の 亜 硫 酸 ガ ス の測 定 結 果)
神奈川 県大気 汚染調査研究報告第8報40・12
大 気 汚 染 の測 定 結果 京都 市衛生局公害 調査報告書41・3
X線 分 析 法 に よ る文 化 財 の 材 質 研 究 第3報 保存科学N・.241・3
分析精度向上に関 して
















































































国宝薬師寺東塔内部建築彩色剥落どめ 〃 〃 第16号41・3
i{要文化財千代神社向拝乎挾の保存修理処置 〃 〃 第17号 〃
⑤特殊二[搬構 及び木雌 修Pli・於ける餓 樹脂について 雛 馨 叢物課 ・9・12
合成樹脂による硬化と接着 趣造物課修理技術若講習会40・9













物 理 研 究 室





























染 色 品 の 腿 色 と そ の 防 止 の 試 み,蚊 化 財 の 科 学34・12
129
②高徳院国宝銅造阿弓轟 。来坐像修班 事報告書の一部 艦 出版36.7
鎌 倉 大 仏 の 金 属 学 的再 検 討 金 属37・1
鎌 倉 大 仏 の 透 視RadioisotoFes37・11
0rtho-contourphotographyPhotogrammetricEnginering1963・1
X線 透 視 に よ る金 色堂 の研 究 延築学会誌38・1
鎌 倉 大仏 の γ線 透 視 原子力工業38・ 始
R。1。,ivehumidi,yi。裂,1。 、edp。、k。ge.
Reccnt/ldvanccinConservation1963
碧 絵nの!i古 文 化財の科学38・3
軸 装 と額 装 ミュージァム39・2
文 化 財 保 存 の た め の 温 湿 度 の基 準 保存科学39・3
顔 料 の 変 退 色防 止の基 礎 的 研究 色 材協会誌39・4
1mprovementsofortho-contourphotography
JournaloftheJapanSoc.ofphotoKrarnmetry39・6
美術 品 と蛍 光灯1!HnJl刀 同文化財39・7
,二種 類 顔 料 の混 合 にお け る反 射 準 と混 合率 の 関 係 色材協会 誌39・9
法 陵 寺 仁 王 像ifkPl!1:・1職告 香 の 一 部 承 刊
紀文化 財 保 存 披 術 と建 材 建 材40・4


































































































呉 口 充 庸(非 常 勤 昭 和40年3月 退 職)




生 物 研 究 室























「 IV調 査 研 究
o
修 理 技 術 研 究 室








鎌 倉 市 民39・12
保 存 科 学41・3
ミュー ゼ ア ム38・3
〃39・8

















































年 度 受 託 研 究 事 項 研究鰯 隊 頼 者
















































































































































第1条 国立文化財研究所(以 下 「研究所」という。)が委託により行 う文化財に関
する科学的調査研究(以 下 「研究」という。)については,こ の規程の定めるとこ
ろによる。
(委託の中込)

















2研 究所は,研究が終了した結果,前 項の規定により納入 した金額に過不足が生 じ
た場合には,委託者にその額に相当する金額を返還 し,又は納入させなければなら
ない。
3委 託者が第1項 の娩定による費用を納入告知書に定める期限内に納入 しないとき
は,委 託を取消したものとみなす。
(研究の中止)
第6条 研究所は,研 究所の業務に支障があるため,又 は災害その他やむを得ない理
由があるため研究の継統が困難となったときは,当 該研究を中止す るこ とが で き
る。この場合において,研 兜所」乏は,遅 滞な くその旨を委託者に通知しなければな
らない。
2前 項の規定にかかわ らず,研 究所は,二委1花者の巾出によりその委託にかかる研究
を中止することできる。
3研 究所は,第1項 の規定により,研究を中1Lした結果,前条第1項 の規定により
納入 した金額に過剰を生じた場合には,そ の額に相当する金額を返還 しなければな
らない。
(研究の結果の報告)















Ⅳ 調 査 研 究
(委託者の協力)






研 究 委 託 申 込1!1:








2目 的及 び内 容









研 究 受 託 承 諾 書
昭和 年 月 日
殿
国立文化財研究所長




2担 当 者 氏 名

































のる。 一'rf号本 文48頁,原 色 図 版1,単 色 図 版5,
昭 和33年度(第198号 ～第203号)
昭 和34年度(第204号 ～ 第209号)
昭 和35年度(第210号 ～ 第215号)
口召不丁136イF度(第216号～,218)






調 査 研 究
B口 本美術年鑑
昭和11年10月創刊,毎 年1冊(た だ し昭和19～21年版および昭和22～26年版は各1
冊)出版 し,昭和41年3月までに24冊を刊行 した。内容は,毎年1月 から12月までの
わが国美術界の活動,情 勢を記録するすので,美 術界年史,展 覧会,物 故者略歴,雑







































































































































































































































































































V研 究 施 設
'1蔵 書













































芸能部 わが国の伝統芸能関係を'ドとして,図 井 ・文1ヰ等約2,200部がある。演芸
画報 ・歌舞伎新報 ・歌舞伎(第1次)・ テア トロ(第1次)・ 上方 ・民俗芸術 ・日本
民俗等の芸能関係諸雑諒も多数収集している。
保存科学部 古来の伝統的生産および工芸技術書,技 術史,ま たは数少ないそれら





藁術部 主として写∫工による美術研究資料であるが,そ の収集の目的は,内 外の資
料をあまね く収集,整理,保 管して,そ の完堕な収集箇所として美術の研究に資する
ことである。この趣旨に基づいて設立当初から9r撮影による資料の作成をは じめ,
印刷物を整理 してこれに加える等 その収集につとめている。 資料の内容は,日 本美
術,束 洋美術,西 洋美術,お よび明治,大il:t術に大別 しさらにこれを絵画,彫 刻,




V研 究 施 設
120,000点がある。写真資料のほかに印譜,図 版カー ド等がある。
芸能部 レコー ド・録音テープ・写真(8ミ リ・16ミリシネを含む)等 の資料をそ
なえ る。 レコー ドには昭和35年度文部省機関研究費によって購入した安原コレクショ
ンレコー ド5,450枚が含まれている。安原 コレクションは,明 治 ・大正 ・昭和三代に
わたって刊行された各種邦楽 レコー ドを網羅 したもので,近 代における邦楽の実態 と
変遷を知る上での貴重な資料となるものである。録音テープおよび写真は,研究所開
所以来,雅 楽,能,狂 言,歌 郷伎,文 楽,民 俗芸能その他わが国の伝統芸能を対象に
して記録 してきたものである。演技法の分解写T・ 文rrtの記録写爽なども含 ん で い
る。種別による所蔵数は次のとおりである。
レ コ ー ド











































科学研究費(機 関研究)に より次の股備を整え,研 兜に活用 している。
1マ イクロ写真撮影装置1式






るDuiで,声明 ・平曲 ・露鵬曲 ・狂言 ・浄瑠璃など音声による部分が重要な芸能,あ る
いは歌舞伎のセ リフや郷土芸能のとなえ言など楽譜化が困難なものを こ の装置に よ


































lX線 回 折 装 置お よび デ バ イ ・シェ ラー カ メ






1金 属 顕 微 鏡
生 物 顕 微 鏡
〃






















ウ ェ ル テ スー200
医 療 用 愛 国 号











東 京 衡 機
上 島 製 作 所
日 立
(当研究所組立)




小 泉 製 作 所
徳 田 製 作 所
オ リ ンパ ス








一4黒 田 記 念 室
め器 灘 鞭 蹴 灘 鷺袈賢観 警 功績を記念するた
収蔵されているものは,油絵125点,素描170点,スケッチブック等若干である。 こ
れらは創立当時主として黒田家から寄贈されたものであるが,そ の後,樺 山愛輔,黒
田照子,田 中良等からの寄贈 もふ くまれており,随時陳列替を行なっている。毎週木
曜・午後1時 から4時まで一劇ll受料公開 している.翫 の主な ものは,「 燃
情」,「花野」,r湖畔」,「赤髪の少女」,「もるる日影」,r温室花壇」等である。
黒田子爵記念親覧規程
第1条 本研究所の黒川子爵紀念室(以 下単に 「記念室」という。)は,こ の規程に
よって一般に公開する。
第2条 観覧は無料とする。





















V研 究 施 設
夏期(7月21日から8月31日まで)
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